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シア外交の特徴を分析している。ベルギーは 1831 年 1 月に五大国から独立を認められるが、フラン
スにおける七月革命、ロシア国内のポーランド蜂起、英国におけるトーリーからホイッグへの政権交
代などの 1830 年の事象を背景に、当初軍事介入に積極的であったロシアが介入を断念し、五大国が
集まるロンドン会議に参加することで他の大国と協調して行動することを優先するようになった過
程を皇帝、外相、外交官らの生のやり取りを引用しながら詳述している。第二章では、特にホイッグ
のグレイ政権誕生で、革命の震源地たるフランスとの接近をロシアが懸念した英国との関係に焦点が
当てられる。ベルギー国王選出の過程での軋轢、オランダに対する英仏両軍の共同軍事行動等、その
懸念を裏付けるような英国の行動はあったものの、基本的には対仏警戒を共有する点で英国との協力
は可能だとロシアは認識していたこと、この対英認識はその後の東方問題を考察する際にも適用しう
ると結論づけている。第三章では、七月革命を契機に悪化したロシアの対仏関係に焦点があてられる。
駐仏大使と本国のやり取りを中心に、フランスの軍事行動を抑止するメカニズムがうまく働いていた
様子をまとめた。最後に終章で本論全体を総括している。 
本論はベルギー独立問題を中心に、それと前後した比較的短期間の諸事象に焦点をあて、ウィーン
体制という大きな枠組みの中で、ニコライ一世が主導するロシアの外交政策の決定過程を自ら発掘し
た一次史料を駆使して詳述した。先行研究によって導き出されていた諸理論を援用しながら、ヨーロ
ッパの安定という共通の目標を他国と共有しながら、協調して行動するというロシア外交の特徴につ
いて新たな視点を提供することに成功しており、斯学の発展に寄与するところが大きい。よって本論
文の提出者は、博士（学術）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
